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令和 6年 2月 8日 

【“頼りになる窓口”創出事業について】 

デジタル部業務改革課 

概要 

○ 当市は R5 年 1 月に市民課窓口でオンライン予約を開始、12 月におくやみコーナー

（おくやみワンストップ窓口）を開始し、R6 年度中に書かないワンストップ窓口に移行

することを目指してきた。 

○ これら取組を一層推進するため、総務省による地方公共団体における住民と行政と

の接点（フロントヤード）を改革する実証支援事業である「自治体フロントヤード改革モ

デルプロジェクト」に事業提案したところ、R6.1.19付けで委託先団体に選定された。 

当市のフロントヤードにおける問題意識 

○ 現状の市役所窓口は課ごとに窓口があり、証明発行、届出等手続、相談といった所要

時間の異なる対応が課ごとに混在しており、来庁者にとって行き先のわかりにくい状

況となっている。 

○ 待合スペースは面積としては広いが、周囲を執務スペースに囲まれており、来庁者に

とって居心地が良いとは言えない。 

○ 結果、フロントヤードは縦割りで業務を処理する場となっている。 

令和 6年度 具体的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“頼りになる窓口”創出事業  事業費 101,272千円（総務省受託収入） 

現状の「縦割りで業務を処理する場」から、「訪れて悩みが解決する場」（=“頼りに

なる窓口”）へとフロントヤード全体を一体的に改革します。デジタルツールを最大限

活用して、日々、業務データや市民満足度を収集し、柔軟に変革し成長し続けます。 

 
①行かなくて

も済む 

オンライン

申請の拡充 

②行ってもすぐ終わる 

予約制の拡大、書かないワン

ストップ窓口への移行により、

手続に要する時間を短縮 

③待っても苦にな

らない 

居心地の良い庁

舎空間を創出 

④安心して相談で

きる 

安心して相談で

きる空間を創出 

⑤次の時には改善さ

れている 

処理データと市民満

足度を収集・分析し、

日々のサービス改善

やリソースマネジメ

ントを継続的に実施 
※レイアウトはイメージ 

【総務省事業については裏面をご覧ください】 
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問い合わせ／裾野市デジタル部業務改革課 担当：山下 TEL：055-995-1871 

参考 

 

総務省 自治体フロントヤード改革モデルプロジェクト 

総務省ウェブサイト https://www.soumu.go.jp/iken/fymodelr5.html 

 

○ 総務省は令和 5年 11月、「デフレ完全脱却のための総合経済対策～日本経済の新た

なステージに向けて～」（R5.11.2 閣議決定）に位置づけられた「令和 5 年度自治体

フロントヤード改革モデルプロジェクト（補正予算関係）」について、市町村からの提案

事業の募集を開始。 

○ モデルプロジェクトの目的は、フロントヤード改革の実証支援を通じて、「住民利便性

の向上」と「業務の効率化」を実現する汎用性のある人口規模別のモデルを構築する

とともに、その横展開を図ること。 

○ 総務省は R6.1.19付けで、表のとおり 12団体を選定。 

○ 当市は「先駆的モデル」「高度なデータ分析」の区分で、「システムの処理記録と市民の

声のデータベース化、分析結果のダッシュボード化により日常的なサービス改善を実

施」する計画が評価された。 

 

 

https://www.soumu.go.jp/iken/fymodelr5.html

